
令和７年度第３回 医療・介護連携専門部会 
 

 日 時：令和 8年 2月 19 日（木）18:30～ 

場 所：出雲保健所 大会議室 

 
 
1. あいさつ 

 
 
2. 議題 

（１） 医療・介護連携専門部会の検討状況について【資料１】 

 

 

（２） 圏域における医療と介護の状況、医療機能分担について 

① 圏域における医療体制について【資料２】 

② 各病院の地域医療構想にかかる対応方針について【資料３】 

③ 一次医療（外来医療）の維持・確保について【資料４】 

④ 医療と介護の連携について【資料５】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 令和 8年度紹介受診重点医療機関について【資料６】 

 

 

（４） 次期地域医療構想について【資料 7】 

 

 

 

 

 

＜参考資料＞ 

救急医療にかかる住民向け啓発媒体（広報いずも掲載記事、リーフレット） 



出席者名簿 
     

 所  属 職  名 氏  名 

1  出雲医師会 会 長 芦沢 隆夫 

2  島根大学医学部附属病院 病院長 椎名 浩昭 

3  島根県立中央病院 病院長 小阪 真二 

  島根県立こころの医療センター  欠 

4  出雲市立総合医療センター 病院長 佐藤 秀一 

5  出雲市民病院 病院長        高橋 賢史 

6  出雲市民リハビリテーション病院 病院長 石田 徹 

7  出雲徳洲会病院 病院長 長見 晴彦 

8  医療法人同仁会海星病院 病院長 西田 朗 

9  医療法人社団耕雲堂小林病院 病院長 小林 祥也 

10  医療法人壽生会 寿生病院 病院長 奥田 淳三 

11  斐川生協病院 病院長 金森美智子 

12 出雲地域介護保険

サービス事業者連

絡会 

（介護老人保健施設ほのぼの苑） 副会長（相談員） 田嶋 貴恵 

13 （特別養護老人ホームかんどの里） 副会長（事務長） 岩谷 政彦（欠）

14 
島根県老人保健 

施設協会 
（介護老人保健施設 寿生苑） 代表（事務次長） 林 隆仁 

15 
出雲地域介護 

支援専門員協会 

（特別養護老人ホーム 

いなさ園） 

協会長 

（介護支援専門員） 
磯田  洋平 

16 

島根県訪問看護 

ステーション協会 

出雲支部 

（訪問看護ステーション愛） 代表（所長） 鳥屋尾由美 

17 
島根県保険者 

協議会 
（島根県後期高齢者医療広域連合） 代表（事務局長） 井上 修一 

18 出雲市消防本部   消防長  矢野 和彦 

19 
出雲市健康福祉部  

部長  安食 和彦 

20 次長 米山 賀子 

21  医療介護連携課 課長 板井 隆三 

 （オブザーバー）    

22 島根県立中央病院  経営課長 中村 幸治 

23 
出雲市立総合医療センター 

事務局次長 古山 順 

24   病院総務課係長 曽我部 雅也 

25 出雲徳洲会病院 事務長 平安山良仁 

 （事務局）    
 

 出雲保健所 

 所長  杉谷 亮 
  総務保健部長  伊藤 修 

  調整監   吾郷 寿子 
  医療専門幹  上野 明則 
  医事・難病支援課長  平田 雅子 
  医事・難病支援課 医事係長  佐々木 拓郎 



 

 

医療・介護連携専門部会の検討状況 
 

1. 部会での検討事項 

○ 地域完結型の医療･介護提供体制の構築に向け、各病院で検討いただいている「地域医療構

想にかかる対応方針」を毎年度部会で共有。 

外来・在宅医療も含めた具体的な医療機能・役割分担について検討する。 

○ 明確化した課題や関連データ等の実態を関係機関で共有し、医療と介護の連携強化に向

けた意見交換を行う。 

○ 紹介受診重点医療機関について協議を行う。 

 

2. R6 年度の検討概要と方向性 

＜部会での検討概要＞ 

① 病院と施設の連携状況・相関図の見える化、共有 

② 下り搬送等療養先変更時に住民理解が得られるような啓発周知 

③ 一次医療体制の維持や高齢者救急については、人口動態等データも踏まえた検討が必要 

④ 三次救急の充実に関し、施設やかかりつけ医の協力を得た前方支援が重要 

 

＜方向性＞ 

○ 人口構成や医療需要等を踏まえた医療機能の明確化及び役割分担について、継続的に検

討する。 

○ 在宅医療への需要や医療依存度・介護度が高い対象者が増加する中、より一層多職種で

のチーム支援が求められており、医療と介護の連携について更なる体制構築を図る。 

○ 医療従事者不足が顕著となる中で、まめネットや遠隔診療など医療 DX の活用、タスク

シフトシェア等による効率性や負担軽減に向けた検討を行う。 

 

3. 令和７年度の主な内容 

○ 各病院における「地域医療構想にかかる対応方針」について確認、共有する 

○ 『一次医療体制の確保』『複合ニーズを抱える高齢者に対応可能な医療と介護の連携』 

『増加する在宅医療への対応』等個別課題に応じた意見交換を行う。 

○ 紹介受診重点医療機関指定にかかる協議を行う 

○ 次期地域医療構想についての状況共有を行う。 

資料１ 



出雲圏域の医療体制と課題（平成28年度 → 令和7年度の動き）
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島大附属病院、県立中央病院は特定機能病院や県全域を対象とする高度・特殊医療を

担っている。
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転換がなされたが、出雲市立総合医療センターについてはR8年度更に24床を地域包括

ケア病棟に転換予定。

高度急性期・急性期

【地域包括ケア】

549床 → 12１床

21床 → 449床

島根大学

うち緩和ケア病棟21床

【回復期リハ】

【障がい者病棟】

89床

0床 → 47床

94床 → 47床

出雲徳洲会

107床 → 57床

0床 → 50床

40床

52床

出雲市立

60床 → 0床

60床→120床

出雲市民

116床

出雲市民

リハ

19床

その他

77床

その他

５床

その他

60床 → 60床

（R７年度病床機能報告/速報値による）

回復期リハ、地域包括ケア病棟はR２年度
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等の影響で病棟稼働が変動する状況も

ある。

資料2

慢性期

【全体】

H28→R7年度 82床減少

【高度急性期・急性期】

減らす方向で検討

・H28→R7年度 174床減少

１

【回復期】 増やす方向で検討
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２
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３
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島根大学医学部附属病院 ● ● ● ●

島根県立中央病院 ● ● ● ●
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①出雲市内地区別診療所数

訪問看護歯科診療所数病院
1835998出雲
４7131平田

22佐田
11多伎

１3湖陵
２510大社
３911 2斐川
285913911

1医科歯科等届出状況（診療所：福祉施設併用診療所,健診センター等は除）

出雲圏域における在宅医療と介護の状況

R8.1月末現在

資料２－２



②介護：介護保険施設等定員

箇所数定員

211,088特別養護老人ホーム（ユニット含）

8540介護老人保健施設
190介護医療院
2130養護老人ホーム
3150軽費老人ホーム
22726有料老人ホーム
16463住宅型
6263介護付
37603認知症対応型グループホーム
12503サービス付き高齢者住宅

2出雲市、島根県高齢者福祉課ホームページ



③在宅サービスの状況
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増減R5R4R3R2R1
↓5556586059訪問診療実施診療所数

診療所 ↓7381788187往診実施診療所数（終日対応）

→25252525-在宅療養支援診療所数
→66555訪問診療実施病院数

病院
↓9108810往診実施病院数（終日対応可）

↓4445504646訪問診療実施歯科診療所数
歯科

→24242424-在宅療養支援歯科診療所数
↑28252424訪問看護ステーション数看護
↑5149514745訪問指導実施事業所数薬剤
→22441訪問指導実施事業所数栄養

＜診療所等事業所の状況＞
〇訪問診療実施診療所は減少傾向であるが、

『訪問看護ステーション』『訪問薬剤指導実施事業所』は増加している

【出典】NDB



577 623

348 260 234 173 199

181 73 89 

1,311 1,394 
1,502 

1,615 
1,769 

0

500

1,000

1,500

2,000

R1 R2 R3 R4 R5

訪問看護件数（精神以外）

算定回数 レセプト件数 介護保険（件）

31,681 31,171 32,440 31,839 32,022 

18,916 18,865 19,483 19,516 19,895 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

R1 R2 R3 R4 R5

訪問診療件数

算定回数
レセプト件数

4

＜診療等の
対応状況＞

〇訪問診療件数、訪問看護件数（介護保険）は増加傾向
〇訪問歯科診療は横ばい、訪問薬剤指導・訪問看護（医療）は減少傾向
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【出典】NDB
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＜24時間対応可能な体制＞ 在宅ターミナルや看取りへの対応件数は増加していたが、R5
は減少。往診件数・休日夜間対応割合も減少傾向

【出典】NDB
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〇特養老人ホーム：1カ所
〇老人保健施設：1カ所
〇養護老人ホーム：0カ所
〇軽費老人ホーム：0カ所
〇有料老人ホーム：0カ所
〇認知症対応型GH：１カ所
〇サ高住：0カ所

■病院：0カ所
■診療所：1カ所
■歯科医院：1カ所
■薬局：0カ所
■訪看：０カ所

多伎地域

〇特養老人ホーム：1カ所
〇老人保健施設：0カ所
〇養護老人ホーム：0カ所
〇軽費老人ホーム：0カ所
〇有料老人ホーム：1カ所
〇認知症対応型GH：2カ所
〇サ高住：1カ所

■病院：0カ所
■診療所：3カ所
■歯科医院：0カ所
■薬局：0カ所
■訪看：1カ所

湖陵地域

■病院：0カ所
■診療所：２カ所
■歯科医院：2カ所
■薬局：0カ所
■訪看：0カ所

〇特養老人ホーム：1カ所
〇老人保健施設：0カ所
〇養護老人ホーム：0カ所
〇軽費老人ホーム：0カ所
〇有料老人ホーム：0カ所
〇認知症対応型GH：１カ所
〇サ高住：0カ所

佐田地域

〇特養老人ホーム：２カ所
〇老人保健施設：2カ所
〇養護老人ホーム：0カ所
〇軽費老人ホーム：0カ所
〇有料老人ホーム：3カ所
〇認知症対応型GH：9カ所
〇サ高住：1カ所

■病院：1カ所
■診療所：13カ所
■歯科医院：７カ所
■薬局：11カ所
■訪看：4カ所

平田地域
〇特養老人ホーム：2カ所
〇老人保健施設：1カ所
〇養護老人ホーム：0カ所
〇軽費老人ホーム：１カ所
〇有料老人ホーム：0カ所
〇認知症対応型GH：5カ所
〇サ高住：0カ所

■病院：0カ所
■診療所：10カ所
■歯科医院：5カ所
■薬局：6カ所
■訪看：2カ所

大社地域

〇特養老人ホーム：3カ所
〇老人保健施設：1カ所
〇養護老人ホーム：1カ所
〇軽費老人ホーム：0カ所
〇有料老人ホーム：3カ所
〇認知症対応型GH：5カ所
〇サ高住：1カ所

■病院：2カ所
■診療所：11カ所
■歯科医院：9カ所
■薬局：6カ所
■訪看：3カ所

斐川地域

〇特養老人ホーム：11カ所
〇老人保健施設：3カ所
〇養護老人ホーム：1カ所
〇軽費老人ホーム：2カ所
〇有料老人ホーム：14カ所
〇認知症対応型GH：13カ所
〇サ高住：9カ所

■病院：8カ所
■診療所：99カ所
■歯科医院：35カ所
■薬局：67カ所
■訪看：18カ所

出雲地域

医科歯科等届出状況（診療所：福祉施設併用診療所,健診センター等は除）
出雲市、島根県高齢者福祉課ホームページ
地域医療情報システム（日本医師会）

【医療】 診療所の７割、歯科・訪看の6割は旧出雲市内
【介護】 有料老人ホーム、サ高住の6～7割、特養の半数は旧出雲市内



①勤務医実態調査

7

＜参考＞ 人材確保にかかる実態調査結果より
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〇内科、整形外科医の充足率が減少
〇年代では65歳以上が増加
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②看護職員実態調査
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③介護人材の確保・定着に係る施策に関するアンケート調査（出雲市）
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〇非正規職員が中心であるが、65歳以上の年代が増加
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出雲市の人口の推移（図1）

40歳〜65歳未満 15歳〜40歳未満 15歳未満 65歳〜75歳未満 75歳以上 高齢化率 生産年齢人口割合

（出典）2000年〜2020年まで︓総務省「国勢調査」

実績値 推計値

【地域包括見える化システム】

生産年齢人口は減少しているが、高齢者人口は2045年までは増加

医療と介護の連携について 資料５
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【地域包括見える化システム】

高齢夫婦世帯の割合高齢独居世帯の割合高齢者を含む世帯の割合＜参考＞

10.113.951.1R3第9期出雲市高齢者福祉計画・介護保険事業計画より

10.314.250.8R4
10.314.750.6R5

高齢者を含む世帯は約半数。夫婦のみ、独居世帯は年々増加



【地域包括見える化システム】
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出典）平成29年度から令和5年度︓厚生労働省「介護保険事業状況報告（年報）」、令和6年度︓「介護保険事業状況報告（3月月報）」、
令和7年度︓直近の「介護保険事業状況報告（月報）」

認定率は年々増加。要支援、要介護１の認定者数が増加



今後の疾病構造の変化（島根県内19市町村単位での人口推計・医療介護需要の推計作業及び分析作業報告書）

人口減に伴い、外来需要は相対的に漸減傾向
入院は高齢化に伴い2030年までは漸増し以下漸減。疾患別では「肺炎」「骨折」「脳血管疾患」
の入院受療率が高く、要介護高齢者からの発生が推察される。
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今後の疾病構造の変化

２０４０年までは介護需要が急増。要介護１．２の増加量が大きい。
サービス種別では施設介護の伸びが大きく、２０４０年以後は漸減。

（島根県内19市町村単位での人口推計・医療介護需要の推計作業及び分析作業報告書）

 医療ニーズの高い高齢者の在宅ケア、後方支援病院との連携が重要。
 要介護高齢者の骨折、肺炎、脳血管疾患等の疾病予防
 高齢者救急の体制づくり

施設入所の高齢者は多様な慢性疾患に罹
患している場合も多く、基礎疾患の急性
増悪で入院となる高齢者も少なくない。
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【消防年報】

(件)

搬送・出動件数ともに年々増加

救急搬送状況（出雲市消防本部提供）
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年代別では高齢者が7割、その中でも85歳以上の超高齢者が45％を占める
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７割は三次救急医療機関へ搬送。
８５歳以上の超高齢者、軽症患者は６割程度の搬送で、他病院での受入も一定数ある。



高齢者救急の基本的な考え方

③ 包括的な入院医療の提供の必要性

• 入院により、ADLが低下し、在宅復帰が遅くなる場合もあり、入院早期からリハビリテーショ
ンを提供し早期からの離床を促すとともに、退院に向けて在宅医療や介護との連携を包括的に
行うことが求められる。

高齢者救急の基本的な考え方

② 手術等の必要な症例の割合が少なく、対応可能な医療機関が多い

• 若年者と比較して、高齢者は手術や処置等が必要となる疾患の頻度は限定的であり、医療資源を
多く必要とする医療を必要とする症例の割合が少ない。

• 高齢者救急について、現在でも、対応している医療機関の数は多い。

① 単純に年齢や疾患で区切ることは困難
• 高齢者の年齢に関する定義は、機関等によりさまざまであり、高齢者に適した医療を提供する

観点からも、年齢だけでなく、身体・認知機能等も含めた検討が求められる。
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協力医療機関の役割について
○ 令和６年度介護報酬改定において、介護保険施設（介護医療院、介護老人保健施設、特別養護老

人ホーム）について、施設内で対応可能な医療の範囲を超えた場合に、より適切な対応を行う体
制を確保する観点から、協力医療機関との実効性のある連携体制に資する要件が定められた。

○ 令和６年度診療報酬改定において、在支病、在支診、在宅療養後方支援病院及び地域包括ケア病
棟を有する病院について、求めに応じて協力医療機関を担うことが望ましいこととされた。

資料出所︓令和６年度介護報酬改定、診療報酬改定説明資料

【基準】
ア 以下の要件を満たす協力医療機関（③については病院に限る。）を定めることを義務付ける（複数の医療機関を定めることによ

り要件を満たすこととしても差し支えないこととする。）。＜経過措置３年間＞
① 入所者の病状が急変した場合等において、医師又は看護職員が相談対応を行う体制を常時確保していること。
② 診療の求めがあった場合において、診療を行う体制を常時確保していること。
③ 入所者の病状の急変が生じた場合等において、当該施設の医師又は協力医療機関その他の医療機関の医師が診療を行い、入院
を要すると認められた入所者の入院を原則として受け入れる体制を確保していること。

イ １年に１回以上、協力医療機関との間で、入所者の病状の急変が生じた場合等の対応を確認するとともに、当該協力医療機関の
名称等について、当該事業所の指定を行った自治体に提出しなければならないこととする。

ウ 入所者が協力医療機関等に入院した後に、病状が軽快し、退院が可能となった場合においては、速やかに再入所させることがで
きるように努めることとする。

■ 介護保険施設について、施設内で対応可能な医療の範囲を超えた場合に、協力医療機関との連携の下でより適切
な対応を行う体制を確保する観点から、在宅医療を担う医療機関や在宅医療を支援する地域の医療機関等と実効性
のある連携体制を構築するために、以下の見直しを行う。

協力医療機関との連携体制の構築 省令改正

介護老人福祉施設、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護、介護老人保健施設、介護医療院

➢ 医療機関と介護保険施設等の適切な連携を推進する観点から、在宅療養支援病院、在宅療養支援診
療所、在宅療養後方支援病院及び地域包括ケア病棟を有する病院において、介護保険施設等の求め
に応じて協力医療機関を担うことが望ましいことを施設基準とする。

医療機関と介護保険施設等の連携の推進

中医協 総ー２ 
７ ． ８ ． ２ 7(一部改)
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令和８年度紹介受診重点医療機関について 

  

1. 趣旨と役割  

外来機能の明確化・連携を強化し、患者の流れの円滑化を図るため、「医療資源を重点的に活用

する外来」を地域で基幹的に担う医療機関（紹介状をもつ紹介患者への外来を基本とする）。 

＜主な役割＞ 

① 医療資源を重点的に活用する入院の前後の外来（例：悪性腫瘍手術前後の外来） 

② 高額等の医療機器・設備を必要とする外来（例：外来化学療法等） 

③ 特定の領域に特化した機能を有する外来（例：紹介患者に対する外来等） 

 

2. 要件 

紹介受診重点医療機関の役割を担う意向を参考とする。 

紹介受診重点外来 

初診の外来件数の 40％以上 

かつ 

再診の外来件数の 25％以上 

 

3. 協議方法 

○ 「医療機関の意向」及び「重点外来の基準」を確認した上、「地域調整会議」で協議し、決定

された医療機関を県で公表する。 

○ 既に公表されている「紹介受診重点医療機関」は、毎年度協議の場において現況確認を行

う。 

 

4. 現在公表の医療機関 

圏域 病院名 公表日 

松江 松江赤十字病院 

松江市立病院 

総合病院松江生協病院 

独立行政法人国立病院機構 松江医療センター 

R5.8.1 

 

行政法人地域医療機能推進機構 玉造病院 R6.4.1 

出雲 島根大学医学部附属病院 

島根県立中央病院 

R5.8.1 

浜田 独立行政法人国立病院機構 浜田医療センター R5.8.1 

益田 益田赤十字病院 

公益社団法人 益田市医師会立益田地域医療センター医師会病院 

R5.8.1 

        ※ 公表日：令和７年４月１日 

5. R８年度公表に向けて 

  別表参照 

紹介率・逆紹介率 

紹介率 50％以上 

及び 

逆紹介率４０％以上 

資料６ 

意向はあるが基準を 

満たさない場合 



外来機能報告概要

■調査対象
松江 雲南 出雲 大田 浜田 益田 隠岐 計

病院 10 4 9 3 5 4 2 37
診療所 13 9 5 3 30

■調査結果概要（出雲圏域）

紹介率 逆紹介率

50％以上 40％以上
64.7 109.2
74.9 65

100.4 57.2
31.2 33.3
1.7 14.2

0 41.2
18.3 17.9
14.1 0
60.8 21.6

13.5 1.7 0 0
7.4 3.1 0 0

13.3 42.1 0 0
6.7 7.1 0 0

14.6 3.1 14.5 0
3.3 6.9 0 0
3.5 6.2 0 0
5.2 2.1 3.5 21.8

18.5 18.0 0 0

＜参考＞ 単位︓医療機関数
■二次医療圏別の「紹介受診重点医療機関」となる意向を示した医療機関数

松江 雲南 出雲 大田 浜田 益田 隠岐
意向なし 17 4 16 7 6 2 2
意向あり 5 0 2 0 1 2 0

■二次医療圏別の基準を満たす医療機関数
①紹介受診重点外来

松江 雲南 出雲 大田 浜田 益田 隠岐
基準を満たさない 20 4 16 6 6 2 2
基準を満たす 2 0 2 1 1 2 0

②紹介率及び逆紹介率
松江 雲南 出雲 大田 浜田 益田 隠岐

基準を満たさない 17 4 15 7 6 2 1
基準を満たす 5 0 3 0 1 2 0

＊島根県立中央病院、島根大学医学部附属病院、出雲市民病院

 ①島根県立中央病院     ②島根大学医学部附属病院

有床診

有 病院

病院

無

紹介受診重点医療機関の意向あり、『紹介受診重点外来』『紹介率・逆紹介率』の要件を満たす医療機関

39.8
2.5
1.3

33.2
6.9
3.9

27.8

13.2
2.8
5.6

37.9
67.4

25.9
6.2
7.9

27.8

林整形外科医院

出雲徳洲会病院
医療法人壽生会 寿生病院
出雲市民リハビリテーション病院
外科内科山尾医院
三原医院
出雲中央クリニック
松陽台佐藤クリニック
江田クリニック産婦人科
ますだ眼科クリニック
みはら眼科皮膚科
吉野産婦人科医院

島根大学医学部附属病院

出雲市立総合医療センター
医療法人社団耕雲堂小林病院
斐川生協病院

出雲市民病院

34.1

紹介受診重点
医療機関への

意向有無

紹介率・逆紹介率
初診に占める割合

40％以上 25％以上

再診に占める割合区分 医療機関名称

紹介受診重点外来

島根県立中央病院 50.5















＜資料７＞

















- 8 -



2027 10
2026



- 16 -








